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3１．確認試験の概要について

項 目 内 容 備 考

確認試験
対象期間

2021年7月31日（土）～8月6日（金）
の1週間分の週間計画

―

参加依頼
事業者

全発電計画提出事業者
各一般送配電事業者

参加依頼はHPほか、個別に
メールにて実施

発電計画提出
事業者の提出内容

✔ 通常、提出いただいている週間計画（事業者自身の最大、最小時
刻）とは別に、広域機関が指定する時刻における計画値を入力した提
出フォーマット（xmlファイル）を広域機関へメールにて送付（提出は任
意）

―

一般送配電事業者の
提出内容

✔ 通常、提出いただいている週間計画（事業者自身の最大、最小時
刻）とは別に調整電力計画を作成していただき、広域機関へメールにて
送付

―

広域機関での
評価方法

✔ 各一般送配電事業者から提出を受けた調整電力計画を基に、広域予
備率を算定

✔ 当該週の通常週間計画の広域予備率試算値と比較分析を実施
―

＜確認試験の概要＞

◼ 2022年度から変更となる週間計画策定業務を円滑に遂行するため、確認試験を実施しました。

◼ 確認試験を通した検証目的と検証方法については、次スライドをご確認ください。



4２．確認試験を通した検証目的と検証方法について

◼ 確認試験を通して、事業者から提出いただいた発電計画の計画値の個別確認や、発電計画に基づ
いた広域予備率の数値確認のため、３つの目的で検証を行いました。

◼ なお、③については、別途11月頃に検証結果を公表します。

検証目的 検証方法 該当スライド

➀
発電計画提出事業者が適正
な発電計画を作成できている
かを確認すること

✔ 広域機関指定の時刻（コマ）における計画提出を行うと
いう2022年度からの変更点が多くの事業者に認識され
ているか、提出いただいた発電計画を確認する

スライド8・9

②

一般送配電事業者が適正な
調整電力計画を作成できてい
るかを確認し、これを使用して
広域予備率を算出すること

✔ 一般送配電事業者が円滑に調整電力計画を作成できる
か、実際の調整電力計画作成を通じて確認する

✔ 広域機関における最大需要発生時・最小予備率発生時
の広域予備率の算出を行うことで、広域予備率算出まで
の一連の流れを確認する

スライド10・11

③
算出した広域予備率の妥当
性を確認すること

✔ 従来の週間計画で試算している広域予備率との比較等
を実施し、数値の違いが生じた要因について確認する

別途公表

＜確認試験を通した検証目的と検証方法＞今回



5（参考）確認試験の目的について

＜第63回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会 資料4から抜粋＞



6（参考）従来の週間計画と2022年度からの週間計画の変更点について

＜第63回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会 資料4から抜粋＞



7３．提出いただいた発電計画と発電計画値の補正について

◼ 提出いただいた発電計画値の占有率※は、全エリアで92％を超えました。

◼ 一般送配電事業者の調整電力計画作成に使用した発電計画値は、提出いただいた発電計画値を各エリアの占有率に応じて補
正することで算出しました。このため、確認試験の調整電力計画で使用した発電計画値は、全ての事業者から週間計画を提出いた
だいた場合と同等のものとなっています。

エリア
提出いただいた
計画値の占有率※

北海道 93.4

東 北 92.7

東 京 95.7

中 部 93.8

北 陸 98.7

関 西 96.6

中 国 94.6

四 国 97.3

九 州 96.5

沖 縄 100.0

平 均 95.9

＜提出発電計画値の占有率※＞
[単位：%]

※提出された計画値が、各エリアの全計画値のどの程度の割合を
占めているかについて、過去の計画の実績値から算出した割合

＜発電計画値の補正方法＞

調整電力計画で使用した
発電計画値

＝
提出いただいた
発電計画の
合計値

×

100%

各エリアにおける
占有率

（左表の値）



8４．適正な発電計画作成に関する確認結果

◼ 提出いただいた発電計画は、概ね適正な広域機関指定の時刻（コマ）が入力されていましたが、数
社から提出いただいた発電計画では、指定時刻の入力間違いや計画値の記載ミスが見られました。

◼ 発電計画の誤り事例（イメージ）については、次スライドをご確認ください。

項 目 内 容

指定時刻
（コマ）

✔ 広域機関指定の時刻（コマ）に関して、多くの計画において正確な時刻が入力されていた
✔ 一方、従来通り自社計画の最大値、最小値とこれらの発生時刻が入力された計画が散見
された

✔ 2022年度からは広域機関システムに週間計画における指定時刻チェック機能を導入する
予定としており、指定時刻と異なる時刻が入力された計画は不受理となり、再提出となるた
め、注意が必要

計画値
✔ 8/1の最大需要発生時刻・最小予備率発生時刻については、指定時刻が同時刻となってい
るため、計画値も同じ値となるにも関わらず、異なる計画値が入力された計画が散見された

✔ 計画値については、広域予備率の値等に影響するため、正確な値の提出が必要

＜発電計画の確認結果＞



9（参考）発電計画の誤り事例（イメージ）

＜指定時刻が全く反映されていないケース＞

＜指定時刻は反映されているが計画値が誤っているケース＞

時刻が同一のため、
計画値も同一にな
るはずです。計画
値は広域予備率
の算出に使用する
ため、蓋然性の高
い値を入力ください。

最大値及び最小値
発生予想時刻が入
力されていると思われ
るため、広域機関指
定の時刻を入力いた
だき、当該時刻にお
ける予想値となってい
るかを確認ください。



10５．広域予備率の算出結果について（最大需要発生時）

エリア
7月31日
11:30
~12:00

8月1日
18:30
~19:00

8月2日
14:00
~14:30

8月3日
14:00
~14:30

8月4日
14:00
~14:30

8月5日
14:00
~14:30

8月6日
14:00
~14:30

北海道 31.3

21.3

22.1 14.6 20.4 18.6 19.1

東北

18.6
11.4

10.6 9.9

6.6

9.7

東京

中部

6.7

北陸

15.5

関西

中国

四国

九州 23.9 16.7 20.4 8.4 21.2

＜最大需要発生時の広域ブロック並びに広域予備率＞

◼ 確認試験における最大需要発生時の広域ブロックと広域予備率の算出結果は、沖縄エリアを除き6.6～31.3％となりました。

◼ この算出結果については、別途11月頃に公表する資料にて検証を行います。

[単位：%]

エリア
7月31日
19:30
~20:00

8月1日
19:30
~20:00

8月2日
11:30
~12:00

8月3日
11:30
~12:00

8月4日
11:30
~12:00

8月5日
11:30
~12:00

8月6日
11:30
~12:00

沖縄 55.6 60.8 53.8 65.6 57.6 70.8 57.4



11６．まとめ

◼ 確認試験における計画提出は任意でしたが、スライド7のとおり、多くの事業者にご協力いただきました。

◼ また、複数の事業者から確認試験における計画提出に関して様々な問合せをいただき、「確認試験を
通して、2022年度からの週間計画策定に関してシステム改修の必要性を認識することができた」といっ
た声もいただいたことから、確認試験を通して2022年度からの週間計画の変更点に関する理解を深
めていただけたもの考えております。

◼ 事業者から提出いただいた計画について、概ね2022年度からの週間計画の変更点を踏まえた正し
い計画作成を行っていただきましたが、一部、指定時刻が入力されていない計画や計画値の明らかな
誤りを確認いたしましたので、2022年度からの計画策定に向けて更なる準備と確認をお願いしたいと
思います。

◼ 今回の確認試験において算出した広域予備率の妥当性の検証については、11月頃に公表する資料
にてご報告いたします。

◼ 確認試験の結果を踏まえ、広域指定時刻コマの公表については11月頃に公表する予定です。また、
この際に計画提出に関する注意点も合わせて公表しますので、ご確認ください。


